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Express 5800 / LB 400 h をセツトアップする 


本装置を負荷分散装置として起動させるために最小限必要となる環境を構築します。 
Windows クライアント PC ( WindowsXP 以降が動作する環境)を用意してください。詳しくは、 
ユーザーズガイド(ソフトウェア編)の「初期インストール」を参照してください。 

E] Windows クライアント PC を準備する 

本装置が提供する Web インタフェースによる初期導入設定を行うため、本装置と同じネットワークの 
IP アドレス（例えば、192.168.250 .1/255.255.255.0) を設定した Windows クライアント PC (以下、 
クライアント PC と記述します）を用意してください。 

メモ：本装置の初期状態のネットワーク設定は以下のとおりです。 


ethO 

192.168 .250.250 
255.255 .255.0 
intersec . domain.local 
ハブ環境を介して接続する 

ハブに本装置とクライアント PC をそれぞれストレートケ- 


L AN ポート番号 

IP アドレス 
ネツトワークマスク 
ホスト名 


-ブルで接続します。 


囹 


本装置とクライアント PC 以外の機器は接続しないでください。 

fl 要 

• 本装置に直結する 

本装置とクライアント PC をクロスケーブルで接続します。 

クライアント PC と本装置を起動する 

本装置とクライアント PC を LAN ケーブルで接続した後、電源を入れてください。本装置の起動後、 
背面の 「 LINK 」 ランプが点灯しているか確認してください。 

起動後、クライアント PC のコマンドプロンプトから ping コマンドなどを使用して通信状態を確認 
してください。 

[実行例] 

C :¥> ping 192.168 .250.250m) 

(国)斜体部分は、本装置の IP アドレスです。 

本装置と通信できない場合は、クライアント PC のネットワーク設定や LAN ケーブルの接続などを確 
認してください。 


引き続きシステムのセツトアップをします。 裏面をご貴くだ？い。 


"//♦////珍////珍 


オプション LAN 




Express5800/LB400h 


はじめにお読みくださし、 


^Startup Guide 


NEC 


箱を開けてから本装置の初期設 
定を完了するまでの手順を説明 
します。 

このスタートアップガイドに 
従って作業してください。 


スタートアップガイド 

856-129137-303-00 2011 年 2 月初版 

111111111111111 


8 5 6 


12 9 13 7 


3 0 3 


0 0 * 


© NEC Corporation 2011 
弊社の許可なく複製 • 改変などを行うことはできません。 

このマニュアルは再生紙を使用しています。 


添付品を確認する 


梱包箱を開け、添付品がそろっていることを確認してください（ご注文の構成により、下記 
以外の添付品が同梱されている場合があります)。 


• 本体 

拳電源コード2本 
• フロントべゼル 
• セキュリティキー（フロントべゼル 
内側に貼り付けられています） 


• ソフトウェアパッケージー式 • 使用上のご注意 

(パックアップ DVD* 1 含む） • スタートアップガイド(本書） 

•「EXPRESSBUILDER」DVD* 2 • スライドレール（アウターレール） 

• 保証書(本体梱包箱に貼り付けら 取り外し工具 

れています） 


添付のバックアップ DVD 、 インストール/初期導入設定用ディスクは、再セットアップの時 
fm に必要となりますので大切に保管しておいてください。 

バックアップ DVD の中には「ユーザーズガイド」や各種オンラインドキュメントも格納されています。ユー 
ザーズガイドやオンラインドキュメントは Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルです。 
EXPRESSBUILDER パッケージの内容については EXPRESSBUILDER 内の添付品一覧を参照してください。 
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ユーザーズ ガイドを読む 


ユーザーズガイドはバックアップ DVD の中に格納されています。ユーザーズガイドは 
Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルで、次の HTML ファイルから表示させることができます。 

< Au /^7 7 u /7 DVD >:/ nec / doc / manual.html 

ユーザーズガイドでは、本装置を安全に取り扱うための注意事項や Star ⑴ p Gu / de では記載されてい 
ないセットアップに関する詳細な説明、運用やアップグレードに関する説明が記載されています。ま 
た、「故障かな？」と思ったときのトラブル回避の手段やサービスに関する情報も記載されています。 
本装置を取り扱う前にぜひお読みください。 




PDF ファイルを閲覧するためには 、 Adobe Reader 日本語版が必要です 。 Adobe Reader 
はアドビ社の Web サイトから無償でダウンロードすることができます （ http :// 
www . adobe . co . jp ) 〇 

製本されたユーザーズガイドが必要な場合は、もよりの販売店、またはお買い求めの販売店 
にお問い合わせください。また、ユーザーズガイドは、 NEC の Web サイトからダウンロード 
することができます。 

「 PC サーノサポー ト t 育報 （ http ゾ /supp 〇 rt.express.nec.c 〇 .jp/pcserver /)」 
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ラックを設置する 


本体は El A 規格に適合した19型 
(インチ)ラックに設置して使用します。ラック 
に設置する場合は、次の条件を守ってラック 
を設置してください。 

ラックの設置は必ず複数名で行っ 
fm てください。 



前後 lm 以上、左右 60 cm 
以上、高さ 40 cm 以上の 
スペースがとれる場所 


A 安全に関するご注意 



装置をセットアップする前に r ユーザーズガイド」の 
「使用上のご注意 -必すお読みください - j 
をお読みの上、注意事項を守って正しくセットアップしてください。 

• ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

• 内蔵型オプションの取り付け • 取り外しは電源コードをコンセントから抜いて行つてください。 

• 雷が鳴り出したらケーブル類を含め装置に触5ないでください。落雷による感電のおそれがあります。 

• 「ユーザーズガイド J に記_されている内容を除き、分解•修理 • 改造を行わないでください。 


△注意 


持ち運びの際は2人以上で装置の底面をしっかりと持って運んでください。 

水、湿気、ほこり、油、煙の多い場所、また直射日光の当たる場所に設置しないでくださ L 
装置に添付されている電源コード以外を使用しないでください。 

電源コードは指定の電圧で、アース付きのコンセントに接続してください。 

電源コードはタコ足配線にしないでください。 
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ケ■ブルを接続する 


to • 


本体背面に LAN ケープルを接続した後、添付の電源コードを接続します。ユーザーズガイド 
(八ードウエア編)の2章を参照してください。 

シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

LAN ポート1を必ず運用時のネットワークに接続してください。初期導入時のセット 
アップでは、 LAN ポート1(システムからは ethO ポートとして扱われます）を使用して 
セットアップを進めます。 LAN ポート 2( ethl ) は初期導入のセットアップを完了後、 
Management Console の[システム]—[その他]—[ネツトワーク]で設定できる拡張用 
ポートです。 

システムが割り振る LAN ポート番号 (eth n • n = 数字)は次のとおりです。 


オプションの NIC なし 
一 ethO : 1 A 
一 ethl:2|S 


LAN ポート1 
負荷分散データ用ネッI 
ワーク 


オプションの NIC あり 
ethO : 


ethl 

eth 2 

eth 3 


オプションの NIC 
オプションの NIC b 聲 


添付の電源 

、ヨ ••ィ 


1 最後に 
コンセントへ 


^ 2 士 


LAN ポート 2 

NAT オプシヨン利用時における分散 
ノード側用ネットワーク 
(ただし、 AFT/ALB 時は、 LAN ポー 
卜1と同じネットワーク） 
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本体を設置する 


本体をラックに取り付けます。ユー 
ザーズガイド(八ードウエア編)の2章を参照して 
<ださい。 

ラックの設置や本体の取り付けは必ず 
rii 複数名で行ってください。 

装置運搬時の脱落防止のために、工場出荷時にスライ 
ドレールは左右ともに背面側と側面がテープで固定さ 
れています。ラックへ取り付ける前に、テープをはが 
してください。 


テープ 



0本体左右に取り付けられているスライド式のレールア 
センプリを取り外す。 



H] 本体前面にある□ツク解除ボタンを押しながら、レー 
ルアセンブリを持ってゆっくりと装置後方へスライド 
させる。 



レールアセンブリを取り外すと、本体はネジ止めされた 
インナーレールのみが取り付けられた状態になります。 



イン ナーレー ル 


取り外したレールアセンブリは、この後の手順（レール 
アセンブリの取り付け）で使用します。 

レールに指を挟まないよう十分注意してください。 


取り外したレールアセンブリを 
ラックへ取り付ける。 

レールアセンブリの四角い突起 
を、19インチラックの角穴に入 
れて取り付けます。この時に 
「カチッ」と音がして、ロックさ 
れたことを確認してください。 



前図は右側(前面)を示していますが、右側(背面）、左 
側(前面/背面)も同様に取り付けてください。 

もう一方のレールを取り付ける時、すでに取り付けて 
いるレールアセンブリと同じ高さに取り付けることを 
確認してください。 

前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はあ 
りません。 

レールアセンブリが確実にロックされて脱落しないこ 
とを確認してください。 


® 左右のレールアセンブリのスライドレール（ベアリン 
グ部)を手前に引き出す。 



\E 2人以上で本装置をしっかりと持ってラックへ取り付 
ける。 

左右のレールアセンブリに本装置側面のインナーレー 
ルを確実に差し込んでからゆっくりと静かに押し込み 
ます。 

完全に装置を押し込むと装置前面のロックがかかり、 
装置を固定できます。 



レールで指を挟まないよラ十分注意してください。 

差し込む時、インナーレールの両側をまっすぐ挿入し 
てください。 

設置時は、左右のツマミを持ってゆっくりと確認しな 
がら取り付けてください。 

初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないた 
め押し込むときに強い摩擦を感じることがあります 
が、製品に支障はありません。 


[6] 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだ 
りしてスライドの動作に問題がないことを確認する。 


ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付け 
る際は、他装置と本装置の筐体が干渉していないこと 
を確認してください。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 


以上で完了です。 


□□ 

□□ 

111 




®®u 

® _ 1 ® 
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Express 5800 / LB 400 h をセツトアップする(続ぎ) 


团本装置の初期導入設定 Management Console に接続する 

クライアント PC の Internet Explorer から以下の URL を指定して、本装置の Management 
Console に接続してください 0 


http ://1 92.168 .250.250:50453 / 


正常に接続されると 「Management Console 」 の□ク'イン画面が表示されます 0 

[W^i 



le Access Control 


□パスワードを記. it す碰 


コ匚キVンセル] 


ユーザ名、パスワード入力画面が表示されます。 

”ユーザ名 （ U )”、 ”パスワード （ P )” に以下を入力して、 [0 K ] をクリックしてください。 
ユーザ名 （ U ) : root 

パスワード （ P ) :システム管理者パスワード (*) 

システム管理者のパスワードは、『管理者用パスワード』に記載されている「出荷時の管理者 
用パスワード」を入力してください。 

H 初期導入設定を実行する 
〇初期導入を開始する 

□グインが成功すると以下の画面が表示されます。[開始]を押下し、初期導入を実施しま 
す。作業を中断したい場合は、[中止]を押下してください。 


システムのネ施18!^おこなし、ます。 

闹始]ボダノをクリッ何ると、初期設定$開始 U ます。 

[中止]^タンをクリッグ T ると、初期設定を中止しシステムをシャットダウンします。 


&システム管理者を設定する 

ここでは、システム管理者に関する設定を行います。システム管理者のアカウントは 
“ admin ” （固定）です。システム管理者用のパスワードを「パスワード」「パスワード再入 
力」に入力して[次へ]をクリックしてください。システム管理者名のパスワードの指定は 
必須です。 




システム管理者は、システム管理者 Manaj 
システム管理者のノ《スワート-^入力してぐ 
1 •■の付I、て L 、る項目は、巡 IA* です。 


onsole^N のログインアカウントとなります* 


メモ：システム管理者のアカウントは、セットアップ完了後システム管理者 
Management Console 画面で変更できます。 

© ネットワーク情報を設定する 

お客様の運用ネットワークに合わせたネットワーク情報の設定を行います。 

「ホスト名 （ FQDN )」、 HP アドレス」、「サブネットマスク」、「デフォルトゲートウェ 
イ丄「プライマリネームサーバ丄「セカンダリネームサーバ」に設定内容を入力し、[次 
へ （ N )] をクリックしてください。 

初期導入時は IPv 4 アドレスのみ設定できます。 


システムのネットワーク基本情報を設定します。 

LANl(etiiO)^ ットワーク、デフォルトゲートウヱイ、名前解決 (DNS) サーバの設定をおこない 
ます。 

の付いている項目は、必須入力です。 


項目名 

設定内容 

氺 ホスト名 

本装置の FQDN を設定します 

ホ IP アドレス 

本装置の IP アドレスを設定します 

*サブネットマスク 

ネットワークマスクを設定します 

氺 デフォルトゲートウェイ 

デフォルトゲートウェイを設定します 

* プライマリネームサーバ 

プライマリネームサーバを設定します 

セカンダリネームサーバ 

セカンダリネームサーバを設定します 


※項目名の先頭に 4 *’があるものは必須入力です 

〇 Express 5800 / LB 40 Oh の運用形態を設定する 

本装置のシステム構成に関する設定を行います。本装置2台を二重化（フェイルオー 
パー型クラスタ構成）にする場合は_方を[コーディネータ]、もう一方を[バックアッ 
プコーディネータ]として選択してください。 

1台で構成する場合は、[コーディネータ]を選択してください。設定を終了後、[次へ] 
をクリックしてください。 


LrterSec/LBC^ する項目を設定します。 
LB0 獅形臌雖します。 


なお、「システム構成設定」は 、 Management Console の「システム」ァィコン- 
基本設定」で変更できます。 


►「LB 


@初期導入設定内容を確認する 

前項までの初期設定内容を表示します。設定内容に間違いがないか確認してくださ 
し、表示した設定内容でよければ[次へ]をクリックしてください。設定内容を変更す 
る場合は[前へ]をクリックしてください。 


初期設定の内容^確認Iバスだ执、。 


N スト名 (FQD1 


デフオルトゲートウェイ： 
ブライマリネームサーバ： 
セカンダリネームサーバ： 
■ InterSec/IB 雖 
|運用形態： 


® システムを再起動する 

初期導入設定が完了すると、システムの再起動画面を表示します。続けてシステムの 
運用設定を行う場合は[システムを再起動する]をクリックしてください。システムを 
停止する場合は[システムを停止する]をクリックしてください。 


初期設定を完了しました。 

I)にするために、システムを再起動 


♦ホスト名 (FQDN): 
♦IP アドレス： 

* サブネットマスク： 


ザフォルトゲートウェイ： 
づライマリネームサーバ： 
セカンダリネームサーバ： 





〇 255.255 .255.0 

〇 255.255 .255. 128 
〇 255.255 .0.0 
〇 255.255 .128.0 
〇 255.0 .0 0 
〇 255.128 .0.0 
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ESMPRO/ServerAgent を設定する 


T 


システムに□クインし、各種設定を実行する 


初期セットアップ完了後は必ず Management Console に接続してシステムの初期化完了を確認してく 
ださい。完了後、本装置の詳細な設定や管理は、管理コンソール 「Management Console」 画面で行います0 

0管理クライアントの Web ブラウザから以下の URL に 
接続します 


クライアント PC 上で Web ブラウザ ( Web ブラウザ 
は 、 Microsoft Internet Explorer 6.0 SP 2 以上）を 
起動します。 Web ブラウザの設定では、プロキシを 
経由しないで接続してください。 


https : //本装置に割り当てた FQDN : 50453/ 


または 


https : //本装置に割り当てた IP アドレス： 50453/ 


A . URU こ本装置の FQDN を指定する場合は、 
( X 重要管理クライアントで名前解決ができること 
が必要です。 

H ] 管理コンソールに□グインする 

前述の URL にアクセスすると「セキュリティの警告」 
画面が表示されますが、問題はありませんので、続 
行してください。 


このサイトと取り交わす隨報は、ほかの人から読み取られたり変更されることはあ 
^ りません。しかし、こ©サイトのセキュリティ_正明春には問題があります。 

公 i の 

〇このセキュリティ IP 月眷の日付は有効です。 

^セキュリティ証明害の名前が無効で•あるか、またはサイト名と一致しませ 

続行しますか？ 

I はい w I [ い(:鄕 ).j [証明書の表示 ] 


lnte 「 netExplo 「 e 「6 の場合 


しュリテイ a 明*には H ■があります， 


t# ィト在れ35€^ユリ 
№6サイトで Wf sn た tr キユリ 


Y 卜 (MMItMH し 


Interne 圯 xplo 「 e 「7 の場合 
|11拍「116便/口1〇「6「8の場合も同様です 


管理コンソールの□グイン画面が表示されます。“シ 
ステム管理者□ヴイン”をクリックしてください。 



ユーザ名、パスワード入力画面が表示されます。 
「ユーザ名 （ U )」、 「パスワード （ P )」 に以下を入力し 
て、[〇 K ] をクリックしてください。 

ユーザ 名 （ U ) : admin 

パスワード （ P ) :システム管理者パスワード （*) 

(*) 6項の团 -0 で設定したパスワードです。 



Web ブラウザに表示された画面から各種システムの 
設定ができます。詳しくは、ユーザーズガイド（ソ 
フトウェア編)を参照してください。 

团管理コンソールへの初めての□グイン 

「Management Console 」 に初めて□グインした場 
合、以下の「操作結果通知」画面が表示されます。本画 
面が表示されて本装置の全ての初期導入が完了した 
ことになります。画面のメッセージ従い、[戻る]を 
クリックしてください。 


ドメイン情報の a 制匕が: 
ManagementConsole のサ ' 
しばらく待ってから[戻る]; 


バ正常に終了しました。 
.ーバ再起動中—- 
; ってから[戻る评タンを押すよう （ 


】です。再起動には数秒かかります。 
よう ta/c 從さい。 

同 


管理者用のトップページが表示されます。 


Express 5800 /InterSec 

Management Console for LB 
Version 3.00 


MaanaaaiCoaMkU. WA ブ 9^ ザを^ ts 
各種サ ーf スやンス T ムなどの放定««宏@ 




本装置の状態を監視するソフトウェア 「ESMPRO/ServerAgentJ がインストール済みです。フアンやマザーポード、ハードディスクドライプ、本体の温度などを監視するこのソフトウェアの設定（しき 
い値やイベント通知先)を行います。 

詳しくは、バックアップ DVD に格納されている 『 ESMPR 〇 /ServerAgent ユーザー ズガイド』を参照してください。 

<バックアップ DVD >:/ nec / doc / 400 / esmpro . sa / lnx_esm _ users.pdf 

接続に使用するクライアントマシンによっては、1°卜線が文字化けすることがありますが、それぞれの機能は問題なく動作します。 

バックアップ DVD を PC 等に挿入したまま再起動するとインストール処理が実行されます。利用後は、必ず取り出してください。 
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f 理コンピュータに ESMPRO / ServerManager をセツトアップする 


ESMPRO/ServerManager を利用することで、本装置をネットワーク上から監視、保守をおこないます。ネットワーク上の管理コンピュータに、本装置添付の 「EXPRESSBUILDERJDVD に含ま 
れているソフトウェア 「ESMPRO/ServerManagerJ をインス!ルしてください。 「ESMPRO/ServerManagerJ のインス!ルの詳細については 「EXPRESSBUILDERJDVD に格納されている 『ESMPRO/ 
ServerManager インストレーシヨンガイド』を参照してください。 


以上で完了です。 








































































































